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４．水稲作における緑肥の望ましいすき込み時期

［要約］

水稲作における緑肥の窒素肥効は、すき込みから入水までの畑期間が長くなると低下す

る。水稲の初期生育に悪影響がなく肥効の高い緑肥のすき込み時期は、入水の約２週間前

と推定され、緑肥の生育ステージに関わらず同程度の肥効が得られる。
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［背景・ねらい］

水稲作において、有機栽培等の環境保全型農業や施肥コストの低減を目的に、緑肥の利用

が見直されている。しかし、緑肥すき込み後、直ちに入水すると土壌が強還元になりやすく、

水稲の初期生育に悪影響が生じる場合がある。そこで、初期生育に影響せずに肥料効果の得

られる緑肥のすき込み時期を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

１．レンゲ、ヘアリーベッチを５月上旬の緑肥の開花期にすき込み、直ちに入水したときの

肥効を100％とすると、２週間後の５月下旬入水では約50～60％、４週間後の６月上旬入

水では約20％に低下する（図１、表１）。

２．一方、５月下旬の黄熟期にすき込み後直ちに入水したときの緑肥の窒素肥効は、開花期

直後のすき込みに比べて約60％に低下する。しかし、黄熟期の緑肥は畑期間の肥効低下が

少ないため、すき込みの２週間後に入水したときの肥効は開花期とほぼ同じ50～60％であ

る（図１、表１）。

以上の結果から、水稲作において緑肥の窒素肥効を得るための望ましいすき込み時期は入

水の２週間前と推定される。入水時期が５月中～下旬の県北部地域では５月上旬の開花期、

６月上～中旬の県南部地域では５月下旬の黄熟期のすき込みが望ましい。

［成果の活用面・留意点］

１．窒素肥効は緑肥新鮮物と生土を混合し、０、２、４週間の畑培養後に約150日間湛水培

養した結果である。

２．本成果は生草重が２～３ｔ/10a前後のレンゲ及びヘアリーベッチを想定しており、この

場合はすき込みから入水まで約２週間以上の畑期間をとる必要があるが、生草重が２ｔ未

満の場合は畑期間を短縮できると考えられる。
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表１　水稲作における緑肥の望ましいすき込み時期
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図１ 入水前の畑期間と緑肥の窒素肥効

注）レンゲ、ヘアリーベッチともに、５月上旬の開花期にすき込み直ちに入水したときの窒素肥効

を100とし、５月上旬すき込みでは２週間後の５月下旬入水、４週間後の６月上旬入水、５月下旬

の黄熟期すき込みでは２週間後の６月上旬入水における肥効率を示した。NAは未調査。


